
囮
（イ）

光子の運動量Pは
p=En Ehre t I n

（ロ）

でftよりC=に入るので
p=ル ン-こさか が→が

⇒ た虫に，

（ハ）

電子の運動量PがP=mひといえるので
た韭、

* 電子は粒子であるがたmT の波長を持った
波としても振る舞うということである。
このように米立子が波動性を持つときの波を
「物質波」または「ド・ブロイ波」という。
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"興e[c］をV[v］で加速したとき、速さがいくらになるか考える.

仕事と運動エネルギーの関係より

eに I mで
： . で T

ド・ブロイ波の式より

たえー
ー んー
=熊. .

* ド・ブロイ波の式は使用頻度が低く、忘れがち。
13回のように使用頻度が高く覚えている式.たんやP=Eを
用いて導けるようになっておこう.
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羿
ブラッグ反射の経路差を考える.

〖\..たか、兆二⇒上
にここはEとわかる

☆
𤹪𡵅三二瑇燕が
me｝=の合計が経路差

1次の強め合う干渉の条件式をたてると
2ds i nE=入。 .：d=匯，

（2）

加速電圧Vから電子の速さひを求めると、
eV=Emび ⇒ひ二時

ド・ブロイ波の式より、この電子波の波長は
入。二mfs

= んーーーん -
Vについて'解いて

た = N i ' . V = ，感，
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囮
ド・ブロイ波の式より

たんー
⇒ ひーー んが

- a i i i i i . n e t
=0.725. . . . x107

き7.3×1065%1
- 2 r e m
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興
加速された電子の速さをひとすると

eV = fm で

⇒ ひ = T
ドブロイ波の式より

たと一

𤹪 = 熊 . .

（2）

-

!

し無｝加
速装置 y金属内の速度をび

とする厂思ぴTe_T？金属の内と外の電位差V。

加速装置と金属内外の両方の電位差で加速されているので
e ( V t Vo）=t.mu'2
： .で二m e

運動量を求めると
p'=ma'
= m 2 -
= J a n e
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国 続 き
（3）

ドブロイ波の式より

た f t "-）
=m i，

（4）

波長を用いて屈折の法則を立式すると
ひ、入，=Mzた

⇒ 1・入=Mが
⇒ µ = I

=一票
e m 帖 別 m y=無い *ひで屈折の法則を

波動としての振る舞いでの
速さではないのだ。
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囮続き
（5）

経路差を考える.

÷：：：
：𡑭：？.
た

｝経路差は2d c o sr（波面-_-からの
長さが経路差）

この経路差が金属板内の波長での整数倍なら
強め合うので

屈折の法則よりcostを求めると.
n . s i n 0 = ms i n r

..
灥！？"'⇒ t . s in A m sinr
⇒ s i nr = t

c o s 2 r = 1 - s i tr

.：cosにftp.い②
また入'も同様に求めると
M 、 小 = M 2 た
1×にMA'
.：X=J・・・③

① に20.30を代入して

2dfTT_0-n.fi.
ひべーが、 - 1
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1（国5）続き
* 補足
経路差を光路差に直して、元の波長入で関係式をたてても
よい、

（経路差） = 2 d c o s r
A

（光路差）=2ndc o s t
二2Ndc o s t

干渉の 条件式は
2ndc o sr = n 入 い

こう書くと、初めから③式を組みこんだ条件式ができる.
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